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（１）補遺 

 

① プログラムを受講した学生の声（１） 

１）モリタ製作所：最終報告（2・3 年生／発表パワーポイント） 
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２）タキイ種苗：最終報告（2・3 年生／発表パワーポイント） 
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３）一保堂茶舗：最終報告（2・3 年生／発表パワーポイント） 
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４）京都産業大学：最終報告（2・3 年生／発表パワーポイント） 
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５）1 年 優秀賞（チーム 三沢） 
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⑥1 年 準優秀賞 (チーム ヒノキオ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② プログラムを受講した学生の声（２） 

受講アンケート 
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⑦1 年 準優秀賞 （チーム マリカ） 
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（２）資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年度　春学期　Ｏ/ＯＣＦ－PBL２・３学生アンケート集計

平成21年9月26日実施

受講生：24名　回答数：24名

１．プログラム全体の内容について満足度はどの程度でしたか

大変満足 やや不満 非常に不満 未記入 総計

9 0 0 0 24
単位:人

評価

普通

やや不満

非常に不満

具体的理由＜一部抜粋＞

14

満足

大変満足

満足

社会的にはどうなのか、厳しくいち社会人として接していただけるので自然に力のつく点。

メンバーから多くの刺激を受け、成長できた。

チームとして活動を行い、さまざまな価値観にふれることができたから。

企業の方の生の声が聞けたこと。

自分の中で社会人基礎力がついたと思えるから。

興味のある分野について知識が増えた。

記入なし

自由にやらせてもらえたことで、自分自身で考える力がついた。

自分たちで企画を考える場を提供してもらえた。

普通

活動における制限がほぼないに等しい点。

教員、学生と共に意識が高かったことに満足しました。

インタビューや話し合いなど日常ではあまり体験できないことが体験できた。

プレゼンテーションの講習会をしてほしかった。

受身の授業ではなく、主体的に受講者に考えさせる授業だったので、主体性が身につき満足しました。

1

大学内ではリーダー、チームのあり方等、PBLでしか経験できない苦悩がありました。

大学からのバックアップを感じました。

企業、先生、先輩との交流という今までにない体験ができた。

大変満足

38%

満足

58%

普通

4%

やや不満

0%

非常に不満

0%

未記入

0%
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２．課題に対する自らの取組みについて（自己評価）

十分に出来た やや不十分
全く

出来なかった
未記入 総計

2 5 0 0 24
単位:人

評価

十分に出来た

全く
出来なかった

なかなかできたと思うが、パワーポイント作成等にあまり携わることができなかった点。

もう少しプレゼンなど工夫できたと思う。

提案としては間違ってないが、もっと良いものがあると思った。根拠が弱いと思う。

チームによっても参加度の違いがあり、全体での交流が少なかった。

9

出来た

自分がやるべきことはなんとかできたと思うが、もう少しやれた気がする。

出来た

やや不十分

記入なし

プロセスやプレゼンは良かったが、絞込みが少し甘かったように思う。

今持っている自分の最大限を発揮したと思う。

チームが停滞しているときに刺激を与えられたと思う。

リーダーとしてクラスのメンバーのモチベーションを高める努力をしました。

リーダーに任せるのではなく、チームのために自分はなにができるのかを考え、行動できるようになった。

普通

もう少し分析していい案が出せたはず。

最初はなかなか積極的に踏み出せないところが多々あったが、前より今は積極的に自分が出せている。

自発的に先頭に立って何かをすることはなかった。

具体的理由＜一部抜粋＞

自分たちなりに新しい視点を見つけ出して取組んだ。また活動頻度では一番だったと思う。

8

普通

夏休みに入るとなかなか取組んでいくことが難しい。

十分に出来た

8%

出来た

38%普通

33%

やや不十分

21%

全く

出来なかった

0%

未記入

0%
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３．PBL実践を受講して、これまで履修した科目で役に立った科目はありますか

かなり
やろうと思った
がしなかった

全くない 未記入 総計

0 0 7 0 24
単位:人

評価

かなり
役に立った

全ての科目において、積極的に授業を受けようという意識に変わった。

企業の問題分析をするときに多面的に見れるようになった。

論理的な思考など、提案の説得力を増やす為の工夫を学ぶことが出来た。

問題解決能力が身につくから。

積極性を見られる授業だった。

アンケートの作り方などを習ったから。

イベントの開催にあたって、広告代理店の方等から直接講義していただける点。

マーケティングに関して知ることが出来た。

タキイ種苗でのF1の話などが分かりやすかった。

グループワーク

自分の意見をはっきり言えるようになった。

積極的にリーダーシップを取るようになった。

論理的に考える姿勢が生かせました。

やろうと思った
がしなかった

まだグループワークを必要とする科目がないため。

経済的な課題が多いので法律などが出てこなかった。

今はまだその実感はないので、役に立った科目はあるとは言えない。

クリエイティブの可能性
（コンソーシアム）

社会調査A

経営組織論

ヘルスケア分析A

営業力

7

ある程度

少しは
役に立った

具体的理由＜一部抜粋＞

記入なし

演習・ゼミ他

キャリア系授業

該当者なし

記入なし

ミクロ

経済の専門科目

基礎遺伝学

全くない

10

少しは

流通経済論、地球環境

役に立った科目

記入なし

かなり

0%
ある程度

29%

少しは

42%

やろうと思ったが

しなかった

0%

全くない

29%

未記入

0%
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４．PBL実践を受講したことがきっかけになって、今後積極的に履修しようと思う科目はありますか

かなり
やろうと思ったが

しなかった
全くない 未記入 総計

0 1 7 1 24
単位:人

評価

ビジネス的問題解決をするときに必要だが、自分には足りない知識だから

今回の課題を通じて農業に興味をもったから。

イベントの企画に必要な知識だと感じた。

もっと自分のキャリアについて考えたくなったから。

個人間の意思疎通を勉強するため。

問題解決能力が身につくから。

ゼミではチームワークを必要とするため。

農業系なので背景をみる意味でも、自然や環境に関わるものを見ようと思う。

もっと様々な視点から物事をとらえられるようになりたいから。

自分の考えを周りに伝えることがまだ苦手なので。

唯一の少人数形式の授業であるから

秋から始まる少人数制だから。

少しはある どういうものがあるか分からないので、今後は視野を広げます。

やろうと思った
がしなかった

全くない 現段階では不明。

農業政策

6

少しは

記入なし

9

ある程度

かなりある

ある程度ある

あくまでPBLはPBL、授業は授業と割り切っているから。またPBLに制限されたくないの

と、自分の受けたい授業を履修したいため

具体的理由＜一部抜粋＞

経済・経営などの
専門科目

演習・ゼミ他

ヘルスケア分析A

コミュニケーション論

記入なし

経営戦略論、
マーケティング論

履修しようと
思う科目

記入なし

演習・ゼミ他

ディベートできる授業

マーケティング、広告

キャリアデザイン

かなり

0%

ある程度

38%

少しは

25%やろうと思ったが

しなかった

4%

全くない

29%

未記入

4%
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５．PBL実践を受講したことがきっかけになって、授業科目以外で積極的に取組んだものはありますか

かなり
やろうと思った
がしなかった

全くない 未記入 総計

7 2 7 0 24
単位:人

【具体的に取組んだ内容】

評価

考えるプロセスが相手に伝える手段として必要だから。

将来、経営をしていくうえで不可欠であると考えたので。

自分のことを知らないと何も始まらないと思ったので。

人と人のつながりは大事だと思った。

日常生活で色々と意識するようになりました。

お茶について自分なりに知識を集めた。

農業分野の知識が無さ過ぎたため。

行動することの大切さを知り、行動を起こさないことで損をすることを知りました。

グループワークのときに自ら進行を行った。

受身でなく積極的にやとうとする気持ちが持てた。

グループワーク・フィールドワークが楽しい。

どういうものがあるか分からないので、今後は視野を広げます。

課題で余裕がなかった。

普段から積極的なのでPBLに影響を受けて何かをしたことはない。

他にどんなことに取組めるのか分からなかったため。

記入なし

記入なし

キャリアデザイン応用

部活

ピアサポート

課外講座

居候のバイト、海外旅行

5

具体的に
取組んだ内容

3

ロジカルシンキング、問
題解決など。

少しは

全くない

自分はまだまだ社会人基礎力にしろ、論理的思考も十分ではないと気づいたので、身
につけるためにも就職勉強会を立ち上げた。

記入なし

ある程度
取組んだ

具体的理由＜一部抜粋＞

かなり
取組んだ

少しは
取組んだ

自己発見とキャリアプラ
ン

やろうと思った
が取組まなかっ

た

ボランティア、新しい組
織の立ち上げ。

本屋で今まで読んだこと
のないような本を読むよ
うになった。

記入なし

ある程度

自分の適性や考え、性
格などを考えた。

就職勉強会の
立ち上げ

企業経営論、ロジカルシ
ンキングの専門書

かなり

29%

ある程度

21%

少しは

13%

やろうと思ったが

しなかった

8%

全くない

29%

未記入

0%
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６．説明会から最終報告会まで全プログラムについて意見や感想

『1クラス』

・

・

・

・

・

・

『２クラス』

・

・

・

・

・

・

・

・

『３クラス』

・

・

・

・

・

・

・

『４クラス』

・

・

・

最初の合宿にはあまり興味が持てませんでした。最初の授業ではもう少しインプットの機会があってもいいかもしれないです。

次回の授業では、チームの人数を考え直した方がいいと思います。理由は3点あります。1つはリーダーの許容範囲の人数は10人も

補えない。２つ目は「ほう・れん・そう」が大変、3つ目に課題解決の低水準化を引き起こす可能性があるからです。

報告会で評価する人が、企業向けなのか専門家向けなのか分かりにくかったのであらかじめ明示してほしい。

チームビルディングをもっとしっかりして3回生と2回生のつながりをもっと強化して欲しい。

改善点は特になく従来のプログラムで満足しています。授業の性質上「変更する、改善する」ということが簡単に言えず、難しいにも
関わらず、大学側の改善に対する試みは素晴らしいと思います。

スケジュール的に厳しい部分がありました。履修ガイダンス直後ということもあり、全体的に余裕がなかったと思います。また、発表時
間に関しても15分程度の方が充実したものになると思います。

PBLを優先できるような人選面接をするべき。

担当の先生方と関わる機会を増やして欲しい。

プログラムまではよかったのですが、最後にアンケートが多く、どの班もプレゼンの準備などで疲れた状態で適性テストをしてもあまり
意味がないと思う。

テーマが難題だったのでもう少し最終報告会まで時間があればよかったと思った。今回のテーマに取組んだことにより、報告会まで
私たちが行った過程の大切さを感じた。

とてもいい経験をさせて頂いたので、感謝しています。

最終報告会後の1回生が見学しているときに、質問会のようにもっと1回生と関わる機会があった方が、1回生のモチベーションも上

がると思う。

最初に合宿を行ったことは良かったと思う。他人を知ることでライバル意識が持てました。

クラスによって前回の経験者の人数にばらつきがあったので、それがどのように影響したのかが気になる。

長いようですごく短かった。最後はぎりぎりで大変でしたけど、追い込まれていくうちにその中で得られるものがたくさんありました。

まだ自分は始まったばかりだと思うので、今後は頑張っていきます。

最初の合宿プログラムは良かったと思う。基礎的な思考方法（マインドマップ）を身につけることができ、初対面の人同士で一夜を明
かして語り合えたこと。PBLに対する熱い熱意が沸いた。

夏休みをいかに使うかが難しい。

知らない間に振り返ってみると、色々な力がついているなと実感できる、素晴らしく楽しい授業でした。自分を見直すいい機会にな
りました。一人ひとり得るものは違うと思うけれど、個々がいい経験になった思います。

非常にためになったと思う。しかし、社会人基礎力と言えば規律を守る点においては努力不十分の気持ちが否めなかった。次回す
るのであれば、時間厳守を最低限貫きたい。

アンケートやシートが多かったので疲れましたが楽しかったです。

全体で何かに取組む機会があればと思いました。

チームの人数が若干少ない気がした。３回生が１人だけというチームだったので、その3回生が非常にやりにくそうにしていた。この
点をもう少し考えていただくことができたらよかったかなと思います。

特にこれと言った改善点はありませんが、PBLでもっと研修をすれば良いと思う。アドバイザーの方から意見がもらえるなどの授業を

へらすことはないが、土日等でも前もって予定が分かっていれば調整することは可能であり、もっと充実したPBLになるのではない

でしょうか。あと、教室をスムーズに借りることが出来たらなと思います。



９．補遺・資料 

167 
 

（２）資料２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年度　秋学期　Ｏ/ＯＣＦ－PBL１学生アンケート集計

平成22年1月23日実施

受講生：57名　回答数：56名

１．プログラム全体の内容について満足度はどの程度でしたか

大変満足 普通 やや不満 非常に不満 未記入 総計

7 12 2 0 0 56
単位:人

評価

初めての人達と楽しくできた。

普通に学校に来ているだけではできない経験ができた。

プレゼンの能力がついた。

普通の授業では出来ない事が出来たし、自分を考えさせられた。

班が仲良かったし、アンケート調査も充実していた。

アンケートと貴重な体験をさせてくれた。

ちょっと積極的になった。

4回生にインタビューできたこと。

とても充実した半年を過ごせました。先生もまわりの人も良い人たちばかりでした。

プレゼンテーション能力や発言についての力が身についた。

濃い内容（プレゼン・チームワーク）の授業が楽しかった。

普段の授業とは違う感覚で取組めた。

通常授業ではできない経験ができた。色んな考えを持った意識の高い仲間に出会えた。

コミュニケーション能力が上がったと思う。

グループ活動でグループの人と仲良くなれたから。

仲間との活動（協力）の仕方が分かった。

グループで一つの目標に向けて協力できた。

グループ以外で接点が少なくて友達を作る範囲が限られた。

プレゼンテーション以外のことも、もっと取組みたかったです。

プレゼン等の能力は付いたが、交友関係を広げるチャンスはあまりなかったので3にしました。

思っていたより厳しい授業ではなかった。（雰囲気、先生）

まだそこまで成長を感じない。

グループでの課題があり、仲良くなれたのが良かった。

時間が足りずアンケート項目などあらかじめ決められていたので。

非常に不満 回答者なし

普通

具体的理由＜一部抜粋＞

やや不満

大変満足

35

満足

大変満足

12%

満足

63%

普通

21%

やや不満

4%

非常に不満

0%
未記入

0%
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２．課題に対する自らの取組みについて（自己評価）

十分に出来た 普通 やや不十分
全く

出来なかった
未記入 総計

5 11 7 1 0 56
単位:人

評価

よく働いたと思います。

チーム内で協力・分担して取組めた。

賞こそは貰えなかったものの最終報告会で達成感を得たから。

はじめの方に比べて、かなりやる事に対して積極的になった。

チームで協力してできた。

グループでするのに割りと忙しくて自発的に行動できたと思う。

今回の発表会に向けて、一生懸命に取組んだと思う。

プレゼン報告書の作成が出来た。

インタビューという活動ができたこと。

授業中以外の取込みもできた。

チームみんなでがんばろうと努力しました。

自分に課せられたものはできた。

自分の意見を考えて発言できた。

積極的に取組んだが、一部分任せっきりにしたところがあるので反省している。

冬休みを上手く使えなかったところだけが残念。

リーダーを引受け、チームを動かした。

積極的に考え、計画的に行動するようになった。

全般的に遅刻が多く、チームに迷惑をかけたが、最終発表が無事成功したので良かった。

準備が不十分だった。みんなで集まる時間があまりとれなかった。

インタビューやパワーポイント作成が出来た。

前半が全く参加出来ず、チームに迷惑をかけました。その分、後半で頑張りました。

授業以外のときの活動に参加できなかった。

グループの人らと時間あわず、少し頼ってしまった。

全く
出来なかった

記入なし

32

出来た

やや不十分

普通

十分に出来た

出来た

具体的理由＜一部抜粋＞

十分に出来た

9%

出来た

57%

普通

20%

やや不十分

12%

全く

出来なかった

2%

未記入

0%
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３．このプログラムを受講してみて、これまで履修した科目で役に立った科目はありますか

かなり 少しは
やろうと思ったが

しなかった
全くない 未記入 総計

0 21 1 22 1 56
単位:人

評価

かなり

プレゼンテーションの進め方。

パワーポイント作成時に役立った。

他の人と仲良くなれることが出来た。

パワーポイントを作って発表があったから。

自分の意見を表に出せるようになった。

多くの人と接した。

少人数でのコミュニケーションが出来た。

自分の意見がしっかりと相手に伝えることができた。

内容が少し似ていたから。

チーム活動や発表等、近しい活動内容だった。

英語でプレゼンテーションをしたので。

パワーポイントを使うプレゼンの練習になった。

積極的に発表するようになりました。

積極的に話した。

口頭発表でしっかりと話せることができた。

この授業を受けるきっかけになった。

初対面の人とグループワークをするということに少しはなれられていた。

人前で発表する力が少しついた気がする。

やろうと思ったが
しなかった

記入なし

O/OCF-PBLのような講義を受講したことがないから。

このプログラムを生かせるような科目をとりませんでした。

プレゼンなどを行う授業をとっていない。

このプログラムと関連している科目を取っていなかった。（授業への活かし方はまだ分からない）

全く、今までにないタイプの授業がこれだったので。

少しは
役に立った

具体的理由＜一部抜粋＞

ある程度
役に立った

インテンシブA、B

キャリアデザイン
基礎

演習・ゼミ他

アンケート調査

ボランティア入門

ｷｬﾘｱReデザインⅠ

11

ある程度

記入なし

演習・ゼミ他

初級パソコン

外書セミナー

役立った科目

回答者なし

自己発見と
大学生活

世界の中の日本語

オーラル

全くない

インテンシブ

かなり

0%

ある程度

20%

少しは

37%
やろうと思ったが

しなかった

2%

全くない

39%

未記入

2%
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かなり 少しは
やろうと思ったが

しなかった
全くない 未記入 総計

1 21 2 18 1 56
単位:人

評価

かなり 特にゼミではここでの経験が役に立つ気がする。

文化学部って何してるん？と聞かれることが多かったのでもっと専門知識をつけたいと思った。

既にPPTもエクセルもワードも出来るけど、もっと上を目指したいから。

大学生活について語れるものが欲しいから。

自分のためになる。

今回、やってみて良かったと思うので、もっと就活や社会に出てからのために取りたい。

流行に敏感になりたい。

少し興味がでてきたから。

自分の意見を発表したい。

今のところ、科目などはわからないですが、ゼミの発表の時などに役に立つと思います。

専門の勉強をすることがプラスになることが分かったため。

自分が考えていることをより表現したいし、うまく伝えたい。

これからどう自分が成長していけるか楽しみだから。

ここで得た能力を活かしたい。

このプログラムとゼミで並列すればすごいと思うから。

科目名はわからないが、自分が主体になって発言できるような授業を取りたくなった。

積極的に人の話を聞くようにしたい。

やろうと思ったが
しなかった

履修できる科目を知らないので、きっかけになるものがあるかわからないから。

このプログラムを活かせる科目をまだ知らないから。

自身でやりたいことを既に選んでいるので、これ以上というには当授業のみでは無い。

この科目をがんばろうとおもったから。

この授業を学内で活かすのは難しいと思うから。

具体的理由＜一部抜粋＞

ある程度

少しは

全くない

記入なし

記入なし

演習・ゼミ他

何か討論やグルー
プワークできるもの

O/OCF-
PBL/PBL

キャリアデザイン
関係

経済系

記入なし

演習・ゼミ他

インターンシップ

マーケティング

キャリア系の科目

O/CF-PBL2

パソコン技術を得
られる授業

専門科目

キャリア系の授業、
ゼミ

履修しようと思う
科目

13

ある程度

４．このプログラムを受講したことがきっかけになって、今後積極的に履修しようと思う科目はありますか

かなり

2%

ある程度

23%

少しは

37%

やろうと思ったが

しなかった

4%

全くない

32%

未記入

2%
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５．このプログラムを受講したことがきっかけになって、授業科目以外で積極的に取組んだものはありますか

かなり 少しは
やろうと思ったが

しなかった
まったくない 未記入 総計

0 15 3 17 1 53
単位:人

評価

かなり
取組んだ

ピアサポートに入りました。

同じグループになったから。

集計やパワーポイント作成をスムーズに行いたかったから。礼儀を考えるようになったから。

月曜日の朝に起きれるようになりました。

授業外でも積極的に集まってプレゼンに向けての準備をする必要があったから。

社会とはどんなものか少しでも知りたかったから。

みんなで協力する大切さを学んだため。

あまり緊張しなくなったと思う。

社会人基礎力を意識しながら働くようになった。

社会人基礎力は、バイト（接客業）にも適応されると思うので意識して行動することができた。

資格が欲しかった。

記入なし

計画を立てて多少取組めるようになった気がする。

個人にノルマがあったため

周りに流されないようにするため。

手をあげたら選ばれた。

自ら進んで仕事をするようになった。

企画に積極的に加わりました。

就活に向けて努力しようと思った。

現状はまだ無し。時間・金銭等、意外と考える事が多かったことに起因

授業でいっぱいいっぱいでした。

どんなことがあるか探しています。

まだ時間が少なく、動き出すことはできていない。

17

ある程度

日々の生活

ﾊﾟｿｺﾝのスキルアッ
プ、敬語の勉強

友人との交流

サークル

回答者なし

授業科目以外で
取組んだもの

日商簿記2級講座

アルバイト

働きかけることを嫌
にならなくなった。

社会人との交流会
に参加した。

グループワーク

協調性を大切にし
た

ｾﾙﾌｺﾝﾄﾛｰﾙ力

アンケートをとるこ
と

レポート

企業などを調べる
事

記入なし

今後の自分につい
て、マインドシップを
作った。10年後の。

具体的理由＜一部抜粋＞

チームワークから学んだ協調性を普段の生活で取入れたら、もっと物事がスムーズにいくのではないかと思っ
たから。

春と比べて授業中のノートをとる時、先生の話すことを中心にメモをとったり、頑張って意欲的に行えた。

ある程度
取組んだ

まったくない 記入なし

記入なし

これからインターンシップなどに参加すると考えると、どの企業がどのような事をしているのか、どのような企業
があるのかなど知っておいた方がインターンシップ先を決める時に役立ちそうだと思ったから。

2年続けていたバイトをやめて新しいバイトをすることにした。コミュニケーション能力をUPさせるため。

少しは
取組んだ

やろうと思ったが
しなかった

京都学生祭典

アルバイト

社会人交流セミ
ナー

かなり

0%

ある程度

32%

少しは

28%

やろうと思ったが

しなかった

6%

まったくない

32%

未記入

2%
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６．説明会から最終報告会まで全プログラムについて意見や感想

『1クラス』

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

はじめ「アンケートをとってプレゼンをしてもらいます。」といきなり言われて、このアンケートで何を得たいのか全く分からなかった。（それを考え
るのもプログラムの一部？）去年までと違いPBLの人数が増えたので、あまりやる気の見えないような人も授業を取ってしまっていたのではない

かと思う。でもこの授業を通して自分の成長につながったと実感できたし、他の学部の友だちも出来たから本当によかったと思う。

1クラスと2クラスの交流が普段の授業ではほぼなかったので、もう少しそういった機会があるともっと楽しかったかなと思う。クラス内でも、“今週

楽しかったこと”を話すときとかは、チーム内ではなくてクラス全体でやったら、より仲良くなれるし、コミュニケーションがとりやすくなると思う。でも

本当に楽しく、月曜一限も苦にならなかったです。

1．全体的にチーム活動することが多かったので個人で活動できることも追加したほうがよい。2．具体的な方法についてあまり言及していない

点が気になる。3．アンケートも自由にしたほうがより個性が出てよいと思う。

面接の時にかなりつらいプログラムと聞いていたが、私はそこまでつらいとは感じませんでした。でも、みんなで協力してやらなければ出来な
かったのでチームみんなが仲良くなれたと思います。

最終報告会の時期がテスト前なので、大変苦労しました。適性検査はテスト明けにして欲しかったです。それから、授業中にもっと学生同士が
交流出来る機会が欲しかったです。チームワークもいいと思いますが、個人で活動し、自分から友達を作っていくチャンスも必要なのではと感じ
ました。色々書きましたが、この授業をとって最終的には良かったと思いました。

チームワークの難しさ、意見の違いなどがあったときに、どうのようにしたら一番いいのかをチームで考えたりして問題解決能力が身に付いたと
感じます。人前でプレゼンテーションをする機会はあまりなかったのでとてもいい経験になったと思います。

他人と意見を交換したり、チームでプレゼンテーションに向けて取組んだことは、とてもよい経験になりました。改善してほしい点は、授業時間外
でやらなければならないことが少し多いなと感じました。私はクラブを毎日しているので、特にそのように思いました。また、授業が祝日で休みに
なって、前の授業とすごく時間が空いてしまうのが気になりました。

みんなと協力して何かをやり遂げることが楽しいとわかった。やはり、自ら動いていかないと何も出来ないとわかった。大学生活を充実させるの
は、自ら行動して積極的にやっていかないといけないとつくづく感じた。

私はこのO/OCF-PBLの講義は知りませんでした。私は友達がたまたまO/OCF-PBLの説明会に参加すると聞き、話を聞いてみると内容が面

白そうだったのでこのO/OCF-PBLの説明会に参加しました。説明会では社会人になると役に立つ社会人基礎力が身に付けれると聞き、私は

将来に役に立つのならやろうかなと曖昧な気持ちでしたがこの講義を受けようと思いました。初めの合宿で、まだ私が会ったことのなかった人と
交流が出来、本当に楽しい始まりでした。ですが、報告会という私が今までやったことのない困難な課題を与えられ、私は嫌々な気持ちでやっ
ていました。ですが、やっていく内に将来のためにやっている、仲間と一緒に作ってると考えるとだんだんやりがいのある課題をやっているのだ
と考えると良い経験をしているのだと感じるようになってきました。今日の報告会を終えて、本当に今まで頑張ってきて良かったと心から思いまし
た。

私はもともと知り合いがいるわけでもなかったので、とても不安がありましたが、先生もまわりの人たちもとても良い人ばかりで、本当に楽しく過ご
すことが出来ました。みんなと協力して、一つのことに取組むなかで、自分も同じ班のみんなもとても成長できたことと思います。最終の報告会は
直前でとても緊張しましたが、先生からの質問にもちゃんと答えられる事が出来たと思うし、プレゼンを完成させるまでとても大変でしたが、今は
とてもこのプログラムに参加して良かったと思います。

すごくしんどかったけど、チームの人たちや、それ以外でもとても楽しくできたのですごくよい経験になったと思いました。

最初は人見知りが激しかったけど、このプログラムを受講して多少は変わったと思いました。

思っていたよりも、やらないといけないことが多く忙しかった。

プレゼンの作成から発表、審査と、かなりきっちりした授業でよかった。

協力的なチームだったので、活動しやすかった。授業以外でチームで集まることは難しいので授業内でもう少し報告会への準備をしたかった。

1回生からフィールドワークをしてみたかった。

O/OCF-PBL受講生の親睦会をもっと開いていいと思う。

特に無いです。

協力したり、自分から何かに取組むという事を覚えました。

朝一で大変だったが、みんなやる気があったので楽しくいい刺激をもらいながら受講できた。しかし、グループ作業ばかりで他のクラスメイトと交
流する機会がなかったので、もう少し全体で何かしたいと思った。

授業中のアイスブレークをしたのが良かったと思う。僕は人前に出るのは嫌いだったけど、毎回前に出てやった事は成長につながったと思う。
また、朝一限からの授業は大変だったけど継続の力がついた。報告会は、自分の中で一番良かったと思うプログラムでした。

思ったより楽しい科目で、月曜一限という一番行きにくい授業だが出席できました。
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『２クラス』

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 1年次は体験で、1→2年次に上がる際に辞められるようにしたら良いと思う。（この授業が自分に合わないと思う人もいると思うので）・4単位科目

にしてほしい。・アンケート内容を自由に決めさせてほしかった。（既定の内容では分析のしようがない項問があった。）・エクセルやパワーポイ
ントの使い方はもっとしっかり教えるべきだと思った。・担当教授が授業を見に来てもいいと思った。

グループ活動をすることで、他の人に迷惑をかけないようにしなければならなかったので責任感がありました。また、人の意見を取入れて、一つ
の物をよりよく仕上げることも学びました。月曜1限でしんどかったですが、グループのメンバーと仲良くなれたし、担任の先生がいない大学で、

吉中先生が名前を覚えてくれたり、話しかけてくれたりしたので嬉しかったです。他の科目との兼ね合いで、この科目が役に立ったかは分かり
ませんでしたが、人と協力することの大切さを実感でき、プレゼンテーションも練習できて良かったです。

PBLの授業は普通の授業とは違いとても新鮮でした。授業が1限目ということもあって遅刻が多くなってしまったのは反省すべき点だと思ってい

ます。これを通して協力すること、計画力の重要性を改めて感じました。さらに責任感をもって仕事をしなければならないということが一番学んだ
ことです。これは将来自分が仕事をする上で本当に大事なことであると思うのでしっかり責任感をもってやりたいと思います。あと、積極的に以
前よりは発言できるようになりましたが、もう少しうまく相手を動かせるような意見を述べれるようになりたいと思います。

このプログラムを取ってとても良かったと思っています。チームでプロジェクトに取組む方法を学ぶことができました。積極性もかなりついたと思
います。プレゼンの準備の時間の授業が少なすぎたのと、本番と同じ環境でリハーサルをしたかったです。ありがとうございました。

2年生になったら、もっとチームで自分の意見を出して、みんなの前でも積極的にしゃべれるようになりたい。

内容はとてもハードだったけど、様々なことが身に付いた。成長した部分や反省点が明確になり、今後の学生生活を過ごすための目標ができ
た。

合宿でも他学部に様々な友人が増え、授業でもいいチームメイトと最後までやれてとても楽しかった。団結力がついたと思うし、班員も最初は控
えめの人もいたけど今ではみんなが自由にしゃべる感じですごくいい雰囲気でこの授業をとって良かった。

このプログラムを通して協力することの大切さを学び、また個人的には、より積極的に物事に取組めるようになったと感じるのでとても感謝してい
ます。

予定などがしっかりとしていて自分も計画的にすることができたので良かった。

今回初めてO/OCF-PBLを終えて、自分の意見をしっかりと主張できる発信力、相手の意見を聞き取ったり、グループでまとまって一緒に討論

したりして、協調性が身についたと思います。また、改善という点では全体的に班の繋がりしかなく、もっとクラスだけでもいいから色々繋がりを
持ちたかったです。

企業インターンシップに入る前段階としては丁寧に作られたものだと考える。来学年の活動に期待。

ひとつひとつの授業が面白かったし、楽しかったが、時間が足りないように感じた。

クラスで１つの内容について話し合って出来たことはとても良かった。他クラスとのふれあいがあまりなかったので、もう少し話をしてみたかった。

月曜日一限という時間帯がしんどかったですけど、楽しかったから毎日来れました。授業内で自分を見直すことが出来たり、深く考えられる事
が出来たので、すごく良かったです。

プレゼンの内容を自分達で決められた方が良かった（あみだくじでなく）。内容によって評価に偏りが出ると言われた為。時間配分。感想：グ
ループワークを中心に活動できて、自分達の社会人基礎力を伸ばす、とても良い環境だったと思うし、成長を実感できた。ありがとうございまし
た。

チームで協力して頑張っていくことができた。最後の報告会も何とかやっていけたと思う。

最初の合宿で友達ができたので少しは気が楽になってよかったし、楽しかった。2年になってもPBLを続けようと思う。班で何かをすることが今

まであまりなかったのでPBLはいい経験になった。

最初、私はこの授業をとろうかどうか、とても悩んでいたけど、とってよかったと思う。大変なこともあったけど何とか乗り越えられたし、新しく友達
もできた。何より、皆の前でパワーポイントを使って発表することに楽しさを感じられたことが良かった。少し自信にも繋がった。反省点としては、
グループ内にとても頑張ってくれる人がいたので、多くを任せすぎてしまったことだと思う。彼ができる人で頑張ってくれたことは大変助かったの
だけど、あまりにも1人でやろうとするので困った。私も、もっと協力したかったのに、全て1人でやってしまうので、もどかしい思いをしたことも

あった。積極的になることは大切なことだけど、自分ばかりがやろうとするのは良くないのだと気付くことができた。全然ちがうタイプの人たちとも
グループを組んで、その中で意見が合わないこともあるけど、皆で協力しながら1つのことを成し遂げていくということは、とても貴重な体験だと思

う。そういう面も含めてためになった。

時間があまりなかった。アンケート内容なども、自分達に任せてほしかった。

最初に2、3年生の発表を見てからやり始めたのが良かった。月曜の1限という過酷な日程だったが、何とか遅刻しないように頑張ったのが良

かった。

今振り返るとあっという間の秋学期だった。当初は月曜1限で不安があったが、授業が始まると欠席・遅刻ゼロだった。これはグループに恵まれ

ていたこともあったが、何よりこの授業を楽しく感じたし、すごく成長できている自分を実感できた。なので、2回生からも積極的に取組んでいき

たいと思う。

普段の授業では取組むことのできない経験をたくさんいろいろな形ですることが出来て、本当に自分のためになり良かったと思いました。2回生

になっても続けて受講していくことが大切だろうと思います。
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●
社

会
人

基
礎

力
レ

ベ
ル

評
価

基
準

表

発
揮

で
き

な
か
っ

た
（

ど
う
し

て
も
で

き
な
か

っ
た
）

通
常

の
状

況
で
は
発

揮
で

き
た

（
何

と
か

で
き
た

）

通
常
の

状
況
で

効
果
的
に

発
揮

で
き
た

（
見
事

に
で
き

た
）

困
難
な

状
況
で

も
発
揮

で
き
た

（
と
て

も
難
し

か
っ

た
が
、
何

と
か
で

き
た
）

レ
ベ
ル
１

レ
ベ

ル
２

レ
ベ

ル
３

主
体

性
物

事
に

進
ん

で
取

り
組

む
力

自
分

が
や

る
べ

き
こ

と
は

何
か

を
見

極
め

、
自

発
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
自

分
の

強
み

・
弱

み
を

把
握

し
、

困
難

な
こ

と
で

も
自

信
を

持
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
自

分
な

り
に

判
断

し
、

他
者

に
流

さ
れ

ず
行

動
で

き
る

働
き

か
け
力

他
人

に
働

き
か

け
巻

き
込

む
力

相
手

を
納

得
さ

せ
る

た
め

に
、

協
力

す
る

こ
と

の
必

然
性

（
意

義
、

理
由

、
内

容
な

ど
）

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

状
況

に
応

じ
て

効
果

的
に

巻
き

込
む

た
め

の
手

段
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

周
囲

の
人

を
動

か
し

て
目

標
を

達
成

す
る

パ
ワ

ー
を

持
っ

て
働

き
か

け
て

い
る

実
行

力
目

的
を

設
定

し
確

実
に

行
動

す
る

力

小
さ

な
成

果
に

喜
び

を
感

じ
、

目
標

達
成

に
向

か
っ

て
粘

り
強

く
取

り
組

み
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

失
敗

を
怖

れ
ず

に
、

と
に

か
く

や
っ

て
み

よ
う

と
す

る
果

敢
さ

を
持

っ
て

、
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
強

い
意

志
を

持
ち

、
困

難
な

状
況

か
ら

逃
げ

ず
に

取
り

組
み

続
け

る
こ

と
が

で
き

る

課
題

発
見
力

現
状

を
分

析
し

目
的

や
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

力

成
果

の
イ

メ
ー

ジ
を

明
確

に
し

て
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

現
段

階
で

な
す

べ
き

こ
と

を
的

確
に

把
握

で
き

る
現

状
を

正
し

く
認

識
す

る
た

め
の

情
報

収
集

や
分

析
が

で
き

る
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

に
、

他
者

の
意

見
を

積
極

的
に

求
め

て
い

る

計
画

力
課

題
の

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
し

準
備

す
る

力

作
業

の
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

し
て

優
先

順
位

を
つ

け
、

実
現

性
の

高
い

計
画

を
立

て
ら

れ
る

常
に

計
画

と
進

捗
状

況
の

違
い

に
留

意
す

る
こ

と
が

で
き

る
進

捗
状

況
や

不
測

の
事

態
に

合
わ

せ
て

、
柔

軟
に

計
画

を
修

正
で

き
る

創
造

力
新

し
い

価
値

を
生

み
出

す
力

複
数

の
も

の
（

も
の

、
考

え
方

、
技

術
等

）
を

組
み

合
わ

せ
て

、
新

し
い

も
の

を
作

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
従

来
の

常
識

や
発

想
を

転
換

し
、

新
し

い
も

の
や

解
決

策
を

作
り

出
す

こ
と

が
で

き
る

成
功

イ
メ

ー
ジ

を
常

に
意

識
し

な
が

ら
、

新
し

い
も

の
を

生
み

出
す

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
探

し
て

い
る

発
信

力
自

分
の

意
見

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

力

事
例

や
客

観
的

な
デ

ー
タ

等
を

用
い

て
、

具
体

的
に

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
聞

き
手

が
ど

の
よ

う
な

情
報

を
求

め
て

い
る

か
を

理
解

し
て

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
話

そ
う

と
す

る
こ

と
を

自
分

な
り

に
十

分
に

理
解

し
て

伝
え

て
い

る

傾
聴

力
相

手
の

意
見

を
丁

寧
に

聴
く

力

内
容

の
確

認
や

質
問

等
を

行
い

な
が

ら
、

相
手

の
意

見
を

正
確

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
相

槌
や

共
感

等
に

よ
り

、
相

手
に

話
し

や
す

い
状

況
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

相
手

の
話

を
素

直
に

聞
く

こ
と

が
で

き
る

柔
軟

性
意

見
の

違
い

や
立

場
の

違
い

を
理

解
す

る
力

自
分

の
意

見
を

持
ち

な
が

ら
、

他
人

の
良

い
意

見
も

共
感

を
持

っ
て

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
相

手
が

な
ぜ

そ
の

よ
う

に
考

え
る

か
を

、
相

手
の

気
持

ち
に

な
っ

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
立

場
の

異
な

る
相

手
の

背
景

や
事

情
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

情
況

把
握
力

自
分

と
周

囲
の

人
々

や
物

事
と

の
関

係
性

を
理

解
す

る
力

周
囲

か
ら

期
待

さ
れ

て
い

る
自

分
の

役
割

を
把

握
し

て
、

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

に
で

き
る

こ
と

・
他

人
が

で
き

る
こ

と
を

的
確

に
判

断
し

て
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
周

囲
の

人
の

状
況

（
人

間
関

係
、

忙
し

さ
等

）
に

配
慮

し
て

、
良

い
方

向
へ

向
か

う
よ

う
に

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

規
律

性
社

会
の

ル
ー

ル
や

人
と

の
約

束
を

守
る

力

相
手

に
迷

惑
を

か
け

な
い

よ
う

、
最

低
限

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

ル
ー

ル
や

約
束

・
マ

ナ
ー

を
理

解
し

て
い

る
相

手
に

迷
惑

を
か

け
た

と
き

、
適

切
な

行
動

を
取

る
こ

と
が

で
き

る
規

律
や

礼
儀

が
特

に
求

め
ら

れ
る

場
面

で
は

、
粗

相
の

な
い

よ
う

に
正

し
く

ふ
る

ま
う

こ
と

が
で

き
る

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
力

ス
ト

レ
ス

の
発

生
源

に
対

応
す

る
力

ス
ト

レ
ス

の
原

因
を

見
つ

け
て

、
自

力
で

、
ま

た
は

他
人

の
力

を
借

り
て

で
も

取
り

除
く

こ
と

が
で

き
る

他
人

に
相

談
し

た
り

、
別

の
こ

と
に

取
り

組
ん

だ
り

す
る

等
に

よ
り

、
ス

ト
レ

ス
を

一
時

的
に

緩
和

で
き

る
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

る
こ

と
は

一
過

性
、

ま
た

は
当

然
の

こ
と

と
考

え
、

重
く

受
け

止
め

す
ぎ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

発
揮
で

き
た
例

（
※
）

前 に 踏 み 出 す 力 A 考 え 抜 く 力 T チ ー ム で 働 く 力 W3 つ の 力

1
2
の
要

素
定
義

資料１ 
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資料２－① 

       年  月  日

ゴール・セッティング シート 

学部     学年   学生証番号      氏名         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の目標 

〔この時間に特に意識しようと思う能力要素に○印（裏面の表、複数可）を付けて下さい。〕 

この時間に得たこと 

〔この時間を振り返り、各能力要素について５点満点で裏面の表に点数をつけて下さい。〕 
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資料２－② 

2.　本日の授業を振り返り、各項目について５点満点で点数をつけてください。（自己評価）

分　　　類 能　力　要　素 内　　　　　　　　容
この時間中に

特に意識しよう

と思うもの○印

事後評価
5点満点

主体性
物事に進んで取り組む力
　例）指示を待つのではなく、自らやるべきことを見つけて
　　　　積極的に取り組む。

　　　／5

働きかけ力
他人に働きかけ巻き込む力
　例）「やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向かって周
　　　　囲の人々を動かしていく。

　　　／5

実行力
目的を設定し確実に行動する力
　例）言われたことをやるだけでなく、自ら目標を設定し、
　　　　失敗を恐れず行動に移し、粘り強く取り組む。

　　　／5

課題発見力
現状を分析し目的や課題を明らかにする力
　例）目標に向かって、自ら「ここに問題があり、解決が
　　　　必要だ」と提案する。

　　　／5

計画力

課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力
　例）課題の解決に向けた複数のプロセスを明確にし、
　　　　「その中で最善のものは何か」を検討し、それに
　　　　向けた準備をする。

　　　／5

創造力
新しい価値を生み出す力
　例）既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解
　　　　決方法を考える。

　　　／5

発信力
自分の意見をわかりやすく伝える力
　例）自分の意見をわかりやすく整理した上で、相手に
　　　　理解してもらうように的確に伝える。

　　　／5

傾聴力
相手の意見を丁寧に聴く力
　例）相手の話しやすい環境をつくり、適切なタイミング
　　　　で質問するなど相手の意見を引き出す。

　　　／5

柔軟性
意見の違いや立場の違いを理解する力
　例）自分のルールややり方に固執するのではなく、相
　　　　手の意見や立場を尊重し理解する。

　　　／5

情況把握力
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力
　例）チームで仕事をするとき、自分がどのような役割を
　　　　果たすべきかを理解する。

　　　／5

規律性
社会のルールや人との約束を守る力
　例）個々の職業倫理に照らし、自らの発言や行動を適
　　　　切に律する。

　　　／5

ストレス
コントロール力

ストレスの発生源に対応する力
　例）ストレスを感じることがあっても、成長の機会だとポ
　　　　ジティブに捉えて肩の力を抜いて対応する。

　　　／5

合計 　　　／60

前に踏み出す力
（アクション）

考え抜く力
（シンキング）

チームで働く力
（チームワーク）
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資料３ 

社会人基礎力育成のための

評価システムと実施日程・手順

◇育成目標レベルと評価基準

◇評価方法

◇実施日程・手順

京都産業大学キャリア教育研究開発センター

2008.10.12

社会人基礎力レベル評価基準表

発揮できなかった
（どうしてもできなかった）

通常の状況では発揮できた
（何とかできた）

通常の状況で効果的に発揮できた
（見事にできた）

困難な状況でも発揮できた
（とても難しかったが、何とかできた）

レベル１ レベル２ レベル３

主体性
物事に進んで取り組
む力

働きかけ力
他人に働きかけ巻き
込む力

実行力
目的を設定し確実に
行動する力

課題発見力
現状を分析し目的
や課題を明らかにす
る力

計画力
課題の解決に向け
たプロセスを明らか
にし準備する力

創造力
新しい価値を生み出
す力

発信力
自分の意見をわかり
やすく伝える力

傾聴力
相手の意見を丁寧
に聴く力

柔軟性
意見の違いや立場
の違いを理解する
力

情況把握力
自分と周囲の人々
や物事との関係性
を理解する力

規律性
社会のルールや人
との約束を守る力

ｽﾄﾚｽ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ力

ストレスの発生源に
対応する力

※各能力要素を発揮できた例は、この内容に限るものではない。

チ
ー

ム
で
働
く
力

事例や客観的なデータ等を用いて、具体的にわかりやすく伝えることができる
聞き手がどのような情報を求めているかを理解して伝えることができる
話そうとすることを自分なりに十分に理解して伝えている

内容の確認や質問等を行いながら、相手の意見を正確に理解することができる
相槌や共感等により、相手に話しやすい状況を作ることができる
相手の話を素直に聞くことができる

自分の意見を持ちながら、他人の良い意見も共感を持って受け入れることができる
相手がなぜそのように考えるかを、相手の気持ちになって理解することができる
立場の異なる相手の背景や事情を理解することができる

周囲から期待されている自分の役割を把握して、行動することができる
自分にできること・他人ができることを的確に判断して行動することができる
周囲の人の情況(人間関係、忙しさ等)に配慮して、良い方向へ向かうように行動することができる

相手に迷惑をかけないよう、最低限守らなければならないルールや約束・マナーを理解している
相手に迷惑をかけたとき、適切な行動を取ることができる
規律や礼儀が特に求められる場面では、粗相のないように正しくふるまうことができる

ストレスの原因を見つけて、自力で、または他人の力を借りてでも取り除くことができる
他人に相談したり、別のことに取組んだりする等により、ストレスを一時的に緩和できる
ストレスを感じることは一過性、または当然のことと考え、重く受け止めすぎないようにしている

考
え
抜
く
力

成果のイメージを明確にして、その実現のために現段階でなすべきことを的確に把握できる
現状を正しく認識するための情報収集や分析ができる
課題を明らかにするために、他者の意見を積極的に求めている

作業のプロセスを明らかにして優先順位をつけ、実現性の高い計画を立てられる
常に計画と進捗状況の違いに留意することができる
進捗状況や不測の事態に合わせて、柔軟に計画を修正できる

複数のもの(もの、考え方、技術等)を組み合わせて、新しいものを作り出すことができる
従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出すことができる
成功イメージを常に意識しながら、新しいものを生み出すためのヒントを探している

前
に
踏
み
出
す
力

自分がやるべきことは何かを見極め、自発的に取り組むことができる
自分の強み・弱みを把握し、困難なことでも自信を持って取り組むことができる
自分なりに判断し、他者に流されず行動できる

相手を納得させるために、協力することの必然性(意義、理由、内容など)を伝えることができる
状況に応じて効果的に巻き込むための手段を活用することができる
周囲の人を動かして目標を達成するパワーを持って働きかけている

小さな成果に喜びを感じ、目標達成に向かって粘り強く取り組み続けることができる
失敗を怖れずに、とにかくやってみようとする果敢さを持って、取り組むことができる
強い意志を持ち、困難な状況から逃げずに取り組み続けることができる

３つの力 １２の要素 定　　義

H21.3.19 
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資料３つづき 

◇評価方法

課題提供
企業担当者

担当教員

事前 事前評価シート　 ＊ モニタリング

中間 中間評価シート ＊ 面談 モニタリング

事後（１） 事後評価シート（１） . ＊ 面談 モニタリング

事後（２） 事後評価シート（２） ＊ モニタリング

ゴールセッティ
ング
（毎時間）

ゴールセッティングシート ＊
コメントを付して

次週返却

活動記録
（期間中２回） 活動記録シート ＊

コメントを付して
次週返却

総括 プログレスシート .
各評価シート

から転載

他　者　評　価

自己評価

注：課題提供企業担当者は面談による評価を予定していたが、事情によりモニタリングに変更した。

学籍番号 記入日

学科 専攻　 学年 年

担当教員

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

1 ･ 2 ･ 3

教員・講師名

【事前】評価シート

氏名 平成　　　年　　　月　　　日

所属

科目名

学部・研究科

プロジェクトの活動内容・目標

参
加
に
際
し
て

将来の目標

（前提科目がある場合）
これまでの取組みの
振り返り

（今まで学んできたことや身に付いた能力・知識、また反省点や課題について）

このプロジェクトを希望し
た理由

（例：チームで１つの問題に取組む経験を通して、実際の企業で行う商品開発の手順を学びたい
　これからの社会になくてはならない最先端技術を研究し、将来、企業で○○の開発を行いたい）

プロジェクトを通して向
上させたい社会人基礎
力の能力

（例：働きかけ力、計画力、発信力）

プロジェクトを通して身に
つけたい専門知識、ス
キル

（例：テーマとする業界や企業についての知識、統計や調査手法の知識、
　　ホームページ作成のためのプログラミング言語の知識、材料力学の応用知識）

プロジェクトで出したい
成果のイメージ

（例：地域ブランドとして定着するぐらいの商品を企画したい、
　　　　○○のＰＲを■■町民も一体となって行えるようなウェブサイトを開発したい　など）

教員・講師への連絡・相談
（特になければ、空欄でも構いません）

自
己
分
析

社会人基礎力の分類 能力要素
現在の
レベル

評価の根拠（具体的行動事実）

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力または工夫をすることにより
発揮（しようと）したと思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか）

前に踏み出す力
（アクション）

主体性 （例：2年生の時に行ったゼミで、コンビニ利用者にアンケートを行った
が、アンケートの質問項目の検討や結果の分析作業等において、積極
的なメンバーがたくさんいたので、自分から何か提案したり、調べたりせ
ず、ほぼ他のメンバーの指示通りに動くだけだった。）

働きかけ力

実行力

考え抜く力
（シンキング）

課題発見力

計画力

創造力

教員・講師からの
講評・アドバイス

チームで働く力
（チームワーク）

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

『記載要領』

チームで共通の内容をあらかじめ記入しておく
→プログレスシートへ転記可能

似たような授業や活動（なければ、
普段の活動（授業、部活・サークル、
バイト等））を思い出して・・・

以下の基準をもとに、レベルをチェック

　レベル１：発揮できなかった
　　　　　　（どうしてもできなかった）

　レベル２：通常の状況では発揮できた
　　　　　　（何とかできた）

　レベル３：通常の状況で効果的に発揮できた
　　　　　　（見事にできた）
　　　　　　困難な状況でも発揮できた
　　　　　　（とても難しかったが、何とかできた）

・・・学生本人記入欄 ・・・教員・講師記入欄
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資料３つづき 

◇実施日程・手順（１）
　「ＰＢＬ実践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」実施日程

時限 形態 形態

第１講 10月9日 木 1 全体 全体

第２講 1

第３講 2

第４講 3

第５講 4

第６講 10月16日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第７講 10月23日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第8講 10月30日 木 1 全体/ＰＢＬⅠ 全体/ﾁｰﾑ別

第９講 3

第１０講 4

第１１講 11月6日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１２講 11月13日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１３講 11月20日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１４講 11月27日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１５講 12月4日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１６講 12月11日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１７講 12月18日 木 1 ＰＢＬⅠ ＰＢＬⅡ・Ⅲ

第１８講 1月8日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第１９講 1月10日 土 1 全体 全体

第２０講 1月15日 木 1 ＰＢＬⅠ ﾁｰﾑ別

第２１講 2月下旬 全体 全体

「ＰＢＬ実践Ⅰ」 「ＰＢＬ実践Ⅱ・Ⅲ」

授 業 日 講義・実習内容  （予定） 講義・実習内容  （予定）

適性検査1回目 CRATTI　PC-TAOK　合計９０分（９：00～10:３0） 適性検査1回目 CRATTI　PC-TAOK　合計９０分（９：00～10:３0）

10月12日 日 全体

ファーストミーティング、オリエンテーション、事前（自己）評価提出、モニタリン
グ

全体

ファーストミーティング、オリエンテーション、事前（自己）評価提出、モニタリン
グ

マインドマップ研修１ マインドマップ研修１

マインドマップ研修２ マインドマップ研修２

マインドマップ研修３ マインドマップ研修３

課題（キャリア・インタビュー）説明 企業からの課題説明

ｸﾗｽ授業１ ﾁｰﾑ別授業１

適性検査1回目フィードバックとｸﾗｽ別授業２　活動記録シート提出 適性検査1回目フィードバックとﾁｰﾑ別授業２　活動記録シート提出

11月4日 火 ＰＢＬⅠ
ｸﾗｽ授業３

ﾁｰﾑ別
ﾁｰﾑ別授業３

ｸﾗｽ授業４ ﾁｰﾑ別授業４

ｸﾗｽ授業５ ﾁｰﾑ別授業５

ｸﾗｽ授業６、中間（自己）評価配布 ﾁｰﾑ別授業６、中間（自己）評価配布

ｸﾗｽ授業7、中間（自己）評価提出 中間報告（企業担当者来学）、中間（自己）評価提出、中間（他者）評価

ｸﾗｽ別授業8、　活動記録シート提出 ﾁｰﾑ別授業７　活動記録シート提出

ｸﾗｽ授業9 ﾁｰﾑ別授業８

ｸﾗｽ授業10 ﾁｰﾑ別授業９

ｸﾗｽ授業11 全体授業（ビジネス・マナー、　プレゼン講習）

上記以外に、適時フィールドワーク：現地調査・アンケート調査・聴き取り調査・学外資料収集等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うち、担当者の引率３回）

ｸﾗｽ授業１2　報告会（各グループ内の報告と相互評価） ﾁｰﾑ別授業１０　報告会（各ﾁｰﾑ内の報告と相互評価）

適性検査２回目　CRATTI　PC-TAOK 　合計２時間
（９：00～11:00）事後（自己）評価（１）を配布

適性検査２回目　CRATTI　PC-TAOK 　合計２時間
（９：00～11:00）事後（自己）評価（１）を配布

最終報告会、事後評価（1）提出、事後評価（2）配布 最終報告会（企業担当者来学）、事後評価（1）提出、事後（他者）評価（１）、事後評価（2）配布

事後（自己）評価（２）提出・適性検査2回目のフィードバックと就職支
援セミナー

事後（自己）評価（２）提出・適性検査2回目のフィードバックと就職支
援セミナー

　事前～事中（中間）までの評価

氏名 学籍番号 記入日 科目 担当教員

所属 学科 専攻 学年 年 協力企業 外部評価者

主体性

働きかけ力

実行力

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ力

中間評価シート

平成　　　年　　　月　　　日

　　　学部・研究科

活動内容
（進捗状況を箇条書きで記入。できれば、詳細に記入することが望ましい。）

社会人基礎力
の分類

能力要素
自己の

レベル評価

評価の根拠（具体的行動事実）

教員の
レベル評価

評価の根拠
（具体的な行動事実）

外部評価者の
レベル評価

評価の根拠
（具体的な行動事実）

教員と
外部評価者

の
総合評価

今後の
行動目標

（いつ、どんな状況（場面）で、どのよう
に努力または工夫をすることにより発揮
（しようと）したと思うか、もっと努力や工
夫が必要と感じたか）

前に踏み出す力
（アクション）

（例：他人の協力が必要な場
面で、断られることを恐れず、
自分から積極的に働きかけて
いきたい。）

考え抜く力
（シンキング）

チームで働く力
（チームワーク）

その他習得を目指す知識・スキル等

実際に活用した（学んだ）知識・スキル等 気づいたこと 今後の行動計画

（例：データについて回帰分析を行った） （例：回帰分析では説明できないことがあることに気づいた） （例：課題解決作業と平行して、教科書で重回帰分析を総合的に学ぶ）

現在の活動の達成度から見た今後の
行動目標

（例：商品提案のために調査を実施したので、具体的な立案を進めたい、企業への提案時に指摘されたことを踏まえ、改善案をまとめたい　等）

教員・講師への連絡・相談
（特になければ空欄でも構いません）

教員・講師からの講評・アドバイス
教員・講師名

『記載要領』

できれば、中間評価までに
「活動記録シート」に記入し
てきた行動事実を引用して
くることが望ましい

他者による評価レベルと
コメントも踏まえ、学生が
今後の行動目標を書く

教員と外部評価者の評価レベル
をもとに、再度、教員が総合的に
判断し、評価結果を記入
→プログレスシートへ転記可能

事後評価シートの「活用した（学んだ）専門知識やスキル
等」へ記入する際の参考とする。

今回活用した知識等の必要性や、自分が習
得してきた知識等ではまだ不足していたこと
など、気づいたことを記入する

今後必要な知識等の習得のために、具体的
にどのように取リ組むかを記入する。

・・・学生本人記入欄 ・・・教員記入欄 ・・・外部評価者記入欄 ・・・教員・講師記入欄

学生の特徴をよく表す
コメントは、プログレス
シートへ転記可能

学生の特徴をよく表す
コメントは、プログレス
シートへ転記可能

 
◇授業日程・手順（１）
Ｏ/ＯＣＦ-PBL２・３プログラム実施日程 Ｏ/ＯＣＦ-PBL1プログラム実施日程

時限 形態 時限 形態

第１講 4月16日 木 1 全体 第１講 1

第２講 3 第２講 2

第３講 土 4 第３講 3

第４講 5 第４講 3

第５講 1 第５講 4

第６講 2 第６講 5

第７講 4月23日 木 1 ﾁｰﾑ別 第７講 1

第8講 4月30日 木 1 ﾁｰﾑ別 第８講 2

第9講 5月7日 木 1 全体/ﾁｰﾑ別 第９講 10月12日 月 1 全体/クラス別

第10講 5月14日 木 1 ﾁｰﾑ別 第１０講 10月19日 月 1 クラス別

第１１講 5月21日 木 1 ﾁｰﾑ別 第１１講 10月26日 月 1 クラス別

第１２講 5月28日 木 1 ﾁｰﾑ別 グランプリ学内
予選

11月4日 水 3

第１３講 6月4日 木 1 ﾁｰﾑ別 第１２講 11月9日 月 1 クラス別

第１４講 6月11日 木 1 ﾁｰﾑ別 第１３講 11月16日 月 1 クラス別

第１５講 6月18日 木 1 ﾁｰﾑ別 第１４講 11月30日 月 1 全体

第１６講 6月25日 木 1 全体 第１５講 12月7日 月 1 クラス別

第1７講 7月2日 木 1 ﾁｰﾑ別 第１６講 12月14日 月 1 クラス別

第18講 7月9日 木 1 全体 グランプリ予選 12月15日 火

第19講 7月11日 土 1 ﾁｰﾑ別 第１７講 12月21日 月 1 クラス別

第20講 7月16日 木 1 ﾁｰﾑ別

第１8講 1月18日 月 1 クラス別

第21講 1 ﾁｰﾑ別 第19講 1 クラス別

第2２講 2 全体 第20講 2 全体

第2３講 3 全体 第21講 3 全体

10月中旬 昼休み 全体 2月中旬 全体

グランプリ学内

予選
11月4日 水 3

グランプリ予選 12月15日 火

1月23日 土 1‐2

２月初旬 スタジオ

公開報告会 2月20日 土 公開報告会 2月20日 土

グランプリ本戦 3月5日 金 グランプリ本選 3月5日 金

9月26日 全体

10月3日

合宿

10月4日 日

ファーストミーティング、オリエンテーション・事前評価

　最終報告会参加

適性検査1回目 CRATTI　PC-TAOK　合計９０分

チームビルディング研修１

チームビルディング研修２

チームビルディング研修３

経済産業省社会人基礎力育成グランプリ決戦　東京：よみうりホール

適性検査２回目　PC-TAOK CRATTI　、事後（自己）評価(PBL1)

成果報告

ｸﾗｽ授業３

グランプリ西日本予選出場学内選考会

事後（自己）評価（2）・適性検査2回目のフィードバックと活用セミナー

大阪商工会議所

ｸﾗｽ授業５

中間報告

ｸﾗｽ授業11　報告会（各グループ内の報告と相互評価）

授 業 日 講義・実習内容  （予定）

ｸﾗｽ授業６　中間（自己）評価

ｸﾗｽ授業８

ｸﾗｽ授業７  活動記録シート提出

適性検査1回目フィードバックとｸﾗｽ授業２  活動記録シート提出

ｸﾗｽ授業４

ｸﾗｽ授業１

土

土

4月19日

経済産業省社会人基礎力育成グランプリ西日本予選　大阪・グランキューブ大阪

ｸﾗｽ授業９

※11月～12月  フィールドワーク(現地調査）・アンケート調査・聴き取り調査（インタビュー）実施

ｸﾗｽ授業10

土

課題（キャリア・インタビュー）説明

1月23日 最終報告会

授 業 日 講義・実習内容  （予定）

適性検査1回目 CRATTI　PC-TAOK　合計９０分　（９：00～10:３0）

4月18日 合宿

ファーストミーティング、オリエンテーション、事前評価

チームビルディング研修１

チームビルディング研修２

企業からの課題説明

ﾁｰﾑ別授業１

適性検査1回目フィードバックとﾁｰﾑ別授業２  活動記録シート提出

ﾁｰﾑ別授業３

日 合宿
チームビルディング研修３

チームビルディング研修４

ﾁｰﾑ別授業７、活動記録シート提出

ﾁｰﾑ別授業８

ﾁｰﾑ別授業９

全体授業（ビジネス・マナー　プレゼン講習）

ﾁｰﾑ別授業４

ﾁｰﾑ別授業５

ﾁｰﾑ別授業６、中間（自己）評価

中間報告（企業担当者来学）、中間（他者）評価

適性検査2回目のフィードバックと就職セミナー

グランプリ西日本予選出場学内選考会

ﾁｰﾑ別授業１０

ﾁｰﾑ別授業１１

課題解決実習<フィールドワーク(現地調査）・アンケート調査・聴き取り調査（インタビュー）・資料採集等

学外調査研究>

9月26日 土

ﾁｰﾑ別授業12　報告会（各ﾁｰﾑ内の報告と相互評価）

最終報告会（企業担当者来学）、事後（他者）評価（１）

適性検査2回目PC-TAOK CRATTI合計２時間　事後（自己）評価

経済産業省社会人基礎力育成グランプリ決戦　東京：よみうりホール

ラジオ放送による報告収録

大阪商工会議所 成果報告

経済産業省社会人基礎力育成グランプリ西日本予選　大阪・グランキューブ大阪

O/OCF-PBL1　報告会
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　事中（中間）～終了時までの評価

氏名 学籍番号 記入日 科目 担当教員

所属 学科 専攻 学年 年 協力企業 外部評価者

主体性

働きかけ力

実行力

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ力

事後評価シート①

平成　　　年　　　月　　　日

　　　学部・研究科

活動内容
（進捗状況を箇条書きで記入。できれば、詳細に記入することが望ましい。）

社会人基礎力
の分類

能力要素
自己の

レベル評価

評価の根拠（具体的行動事実）

教員の
レベル評価

評価の根拠
（具体的な行動事実）

外部評価者
の

レベル評価

評価の根拠
（具体的な行動事実）

教員と
外部評価者
の総合評価

今後の
行動目標

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力ま
たは工夫をすることにより発揮（しようと）したと
思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか）

前に踏み出す力
（アクション）

考え抜く力
（シンキング）

チームで働く力
（チームワーク）

その他習得を目指す知識・スキル
等

実際に活用した（学んだ）知識・スキル等 気づいたこと 今後の行動計画

（例：データについて回帰分析を行った） （例：回帰分析では説明できないことがあることに気が付いた） （例：課題解決作業と平行して、教科書で重回帰分析を学ぶ）

現在の活動の達成度から見た
今後の行動目標

（例：商品提案のために調査を実施したので、具体的な立案を進めたい。企業への提案時に指摘されたことを踏まえ、改善案をまとめたい　等）

教員・講師への連絡・相談
（特になければ空欄でも構いません）

『記載要領』

できれば、事後評価までに
「活動記録シート」に記入して
きた行動事実を引用してくる
ことが望ましい。

学生の特徴をよく表すコ
メントは、プログレスシート
へ転記可能

教員と外部評価者の評価レベルを
もとに、再度、教員が総合的に判断
し、評価結果を記入
→プログレスシートへの転記可能

他者による評価レ
ベルとコメントも踏
まえ、学生がプロ
ジェクト終了後の
目標を書く

今回活用した知識等の必要性や、自分が習
得してきた知識等ではまだまだ不足していた
ことなど、気づいたことを記入する

今後必要な知識等の習得のために、具体
的にどのように取り組むかを記入する

学生の特徴をよく表
すコメントは、プログレ
スシートへ転記可能

・・・学生本人記入欄 ・・・教員記入欄 ・・・外部評価者記入欄

次ページの「活用した（学んだ）専門知識やス
キル等」へ記入する際の参考とする

　プロジェクト活動全体の振り返り

教員・講師名

【事後】評価シート②

分類 要素
事前
ﾚﾍﾞﾙ

中間
ﾚﾍﾞﾙ

事後
ﾚﾍﾞﾙ

具体的行動事実
（能力要素ﾚﾍﾞﾙの推移を

証明できる事実）

活用した
（学んだ）
専門知識
やｽｷﾙ等

関連科目名 内容

前に踏み出す力
（アクション）

主体性

働きかけ力

実行力

考え抜く力
（シンキング）

課題発見力

計画力

（チームと
しての）

活動成果

創造力

チームで働く力
（チームワーク）

発信力
（例：プロジェクト前半では、議論の最中、自
分が出した企画に対してチームメイトから反
対の意見が出ると感情的になってしまい、
他者の意見に聞く耳を持てなかった。しか
し、中間評価で自身の柔軟性が弱いことを
知り、他人の反対意見の良い部分を積極
的に取り入れていこうと意識した結果、
徐々に柔軟に受け入れられるようになり、
チームメイトに指摘された自分の企画の短
所を補うアイデアをチーム全員で考えた結
果、自分一人ではとてもおもいつかないよう
な企画にまとまり、学内の成果発表会でも
大好評だった。）

傾聴力

柔軟性

プロジェクト
での役割・

担当としての
活動

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教員・講師からの講評・アドバイス

『記載要領』

プロジェクト全体を通して、自分自
身の行動を振り返り、当初はでき
なかったことができるようになった
ことなど、自身の成長を具体的に
行動事実で記載する。

事前・中間ご評価シートの
「自己レベル評価」欄から
転記

プロジェクト全体を通して学んだ専門知識・スキル
を、中間・事後評価の「その他習得を目指す知識・
スキル等」も参考にして、教員が記入する
→プログレスシートへ転記可能

チームとして共通の内容を記入
→プログレスシートへ転記可能

教員が学生個人別に記入する
→プログレスシートへ転記可能

・・・学生本人記入欄 ・・・教員記入欄 ・・・教員・講師記入欄
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学籍番号 記入日 平成　　　年　　　月　　日（　　）

学部・研究科 　　　　　　　学科・専攻
学年

年

　　　　　月　　　　日（　　）　　～　　　　　　月　　　　日（　　） 第　　　週

教員への連絡・質問・悩み・その他(問題点を含むチームの活動状況)

担当教員からのコメント

氏名

所属

活動期間

活動の内容

分類 能力要素

発揮（しようと）した
または

発揮できなかった
能力

評価の根拠

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力または工夫をすることにより発揮（しよう
と）したと思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか等を具体的に記入）

前に踏み出す力
（アクション）

主体性

働きかけ力

実行力

考え抜く力
（シンキング）

課題発見力

計画力

創造力

チームで働く力
（チームワーク）

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

活動記録シート

　記載要領

以下の基準で、評価する

　　ﾚﾍﾞﾙ1：発揮できなかった（どうしてもできなかった）
　　ﾚﾍﾞﾙ2：通常の状況では発揮できた（何とかできた）
　　ﾚﾍﾞﾙ3：通常の状況で効果的に発揮できた（見事にできた）
　　　　　　　困難な状況でも発揮できた（とても難しかったが、何とかできた）

　　以下のような場面などを思い出し、そのような場面があれば、発揮できた
かどうかを振り返ってください。

主体性・・・課題解決に向けて、自分から行動を起こすことができたか

働きかけ力・・・他人を巻き込むために働きかけなければならない場面

実行力・・・決めたことを最後までやり抜くことができたか

課題発見力・・・現状を分析して、何が問題かを見つけることをしたか

計画力・・・目標達成に向けて、計画を作成・確認・修正したか

創造力・・・課題解決のために新しいアイデアや解決策を提案でき
　　　　　　　たか

発信力・・・自分の意見を他人に分かり易く話さなければならない場面

傾聴力・・・他人が話している内容を聞き取らなければならない場面

柔軟性・・・自分と他人の意見が食い違ってしまった場面

情況把握力・・・他人と協働するため、周囲の情況によく配慮して行動
　　　　　　　　　　しなければならない場面

規律性・・・約束・ルール・マナーを気を付けなければならない場面

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力・・・目標達成のために、ストレスを感じた場面

裏面に12の能力要素の説明をつけておく

・・・教員記入欄・・・学生本人記入欄
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平成●●年度

社会人基礎力育成型科目

●●●●

プ ロ グ レ ス シ ー ト
～ あ ゆ み と 成 長 の 記 録 ～

学生証番号●●●●●●　　　　　　　学生氏名　●●　●●

資料４－① 
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担当教員

外部評価者

■自己評価の履歴

社会人基礎力に関する気づきと成長記録

大学　　　　　　　　学部・研究科　　　　　　　　学科・専攻

氏名

学籍番号

科目

プロジェクトの
活動内容、目標

協力企業

分類 要素
事前
ﾚﾍﾞﾙ

中間
ﾚﾍﾞﾙ

事後
ﾚﾍﾞﾙ

具体的行動事実
（能力要素ﾚﾍﾞﾙを証明できる事実）

前
に
踏
み
出
す
力

（
ア
ク
シ

ョ
ン

）

主体性

働きかけ力

実行力

考
え
抜
く
力

（
シ
ン
キ
ン
グ

）

課題発見力

計画力

創造力

チ
ー

ム
で
働
く
力

（
チ
ー

ム
ワ
ー

ク

）

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

 

 

資料４－② 
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■他者（教員・外部評価者＜企業人等＞）評価の履歴

（記入者　　　　　） （記入者　　　　　）

（記入者　　　　　） （記入者　　　　　）

（記入者　　　　　） （記入者　　　　　）

活用した
（学んだ）
専門知識や
スキル等

関連科目名 内容

（チームとしての）
活動成果

プロジェクトでの役割
担当としての活動

分類 要素
事前
ﾚﾍﾞﾙ

中間
ﾚﾍﾞﾙ

事後
ﾚﾍﾞﾙ

具体的行動事実
（各能力要素ﾚﾍﾞﾙを証明できる事実・評価の根拠）

事前・中間 中間・事後

前
に
踏
み
出
す
力

（
ア
ク
シ

ョ
ン

）

主体性

働きかけ力

実行力

計画力

創造力

考
え
抜
く
力

（
シ
ン
キ
ン
グ

）

課題発見力

チ
ー

ム
で
働
く
力

（
チ
ー

ム
ワ
ー

ク

）

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

 資料４－③ 
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分類 能力要素 定義

主体性
物事に進んで取り組
む力

働きかけ力
他人に働きかけ巻き
込む力

実行力
目的を設定し確実に
行動する力

課題発見力
現状を分析し目的や
課題を明らかにする
力

計画力
課題の解決に向けた
プロセスを明らかにし
準備する力

創造力
新しい価値を生み出
す力

発信力
自分の意見を分かり
やすく伝える力

傾聴力
相手の意見を丁寧に
聴く力

柔軟性
意見の違いや立場の
違いを理解する力

情況把握力
自分と周囲の人々や
物事との関係性を理
解する力

規律性
社会のルールや人と
の約束を守る力

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力
ストレスの発生源に対
応する力

◆「プログレスシート（あゆみと成長の記録）」について◆

　「プログレスシート」は、学生が受講した社会人基礎力育成型科目の活動の中で、どのような行動や学習をしたのか、活動修了
時にお知らせするものです。社会人基礎力の12の能力要素に照らした学生の強み・弱みの自己評価・他者評価、その成長の記
録、プロジェクトでの役割やチームとしての成果などをまとめています。
　学生の皆さんは、このシートをこれまでの活動の振り返りや、今後の更なる成長に向けて何を行うべきかを考える材料の一つと
して、活用してください。また、企業の皆様には、学生への理解を深め、今後のキャリアパスを考える材料の一つとして、ぜひこの
シートをご活用ください。

　社会人基礎力とは、職場や地域社会の中で多様
な人々と共に仕事をしていくために必要な基礎的
な力として、経済産業省が定義した3つの分類、12
の能力要素のことをいいます（下表参照）。

　今回の活動の中で、学生が「いつ、どんな状況で、どのよ
うな努力や工夫することにより発揮したか」という行動事実
を記録し、以下の基準に照らして評価を実施しておりま
す。
レベル1：発揮できなかった（どうしてもできなかった）
レベル2：通常の状況では発揮できた（何とかできた）
レベル3：通常の状況で効果的に発揮できた（見事にでき
　　　　　　た）困難な状況でも発揮できた（とても難しかった
　　　　　　が、何とかできた）

発揮できた例

前
に
踏
み
出
す
力

（
ア
ク
シ

ョ
ン

）

自分がやるべきことは何かを見極め、自発的に取り組むことができる
自分の強み・弱みを把握し、困難なことでも自信を持って取り組むことができる
自分なりに判断し、他者に流されず行動できる

相手を納得させるために、協力することの必然性（意義、理由、内容など）を伝えることができ
る
状況に応じて効果的に巻き込むための手段を活用することができる
周囲の人を動かして目標を達成するパワーを持って働きかけている

小さな成果に喜びを感じ、目標達成に向かって粘り強く取り組み続けることができる
失敗を怖れずに、とにかくやってみようとする果敢さを持って、取り組むことができる
強い意志を持ち、困難な状況から逃げずに取り組み続けることができる

考
え
抜
く
力

（
シ
ン
キ
ン
グ

）

成果のイメージを明確にして、その実現のために現段階でなすべきことを的確に把握できる
現状を正しく認識するための情報収集や分析ができる
課題を明らかにするために、他者の意見を積極的に求めている

作業のプロセスを明らかにして優先順位をつけ、実現性の高い計画を立てられる
常に計画と進捗状況の違いに留意することができる
進捗状況や不測の事態に合わせて、柔軟に計画を修正できる

複数のもの（もの、考え方、技術等）を組み合わせて、新しいものを作り出すことができる
従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出すことができる
成功イメージを常に意識しながら、新しいものを生み出すためのヒントを探している

チ
ー

ム
で
働
く
力

（
チ
ー

ム
ワ
ー

ク

）

事例や客観的なデータ等を用いて、具体的に分かりやすく伝えることができる
聞き手がどのような情報を求めているかを理解して伝えることができる
話そうとすることを自分なりに十分に理解して伝えている

内容の確認や質問等を行いながら、相手の意見を正確に理解することができる
相槌や共感等により、相手に話しやすい状況を作ることができる
相手の話を素直に聞くことができる

自分の意見を持ちながら、他人の良い意見も共感を持って受け入れることができる
相手がなぜそのように考えるかを、相手の気持ちになって理解することができる
立場の異なる相手の背景や事情を理解することができる

周囲から期待されている自分の役割を把握して、行動することができる
自分にできること・他人ができることを的確に判断して行動することができる
周囲の人の情況（人間関係、忙しさ等）に配慮して、良い方向へ向かうように行動することがで
きる

相手に迷惑をかけないよう、最低限守らなければならないルールや約束・マナーを理解して
いる
相手に迷惑をかけたとき、適切な行動を取ることができる
規律や礼儀が特に求められる場面では、粗相のないように正しくふるまうことができる

ストレスの原因を見つけて、自力で、または他人の力を借りてでも取り除くことができる
他人に相談したり、別のことに取り組んだりする等により、ストレスを一時的に緩和できる
ストレスを感じることは一過性、または当然のことと考え、重く受け止めすぎないようにしている

社会人基礎力とは 評価とは

 資料４－④ 
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学籍番号 記入日

学年 年

担当教員

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

1･2･3

教員名
教員からの講評・アドバイス

（※記入不要）

チームで働く力
（チームワーク）

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

働きかけ力

実行力

考え抜く力
（シンキング）

課題発見力

計画力

創造力

教員・講師への連絡・相談

自
己
分
析

社会人基礎力の分類 能力要素
現在の
レベル

評価の根拠（具体的行動事実）

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力または工夫をすることにより発揮（し
ようと）したと思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか）

前に踏み出す力
（アクション）

主体性

プロジェクトを通して身につ
けたい専門知識、スキル

プロジェクトで出したい成果
のイメージ

プロジェクトの活動内容・目標

参
加
に
際
し
て

将来の目標

（前提科目がある場合）
これまでの取組みの振り返り

このプロジェクトを希望した理
由

プロジェクトを通して向上させ
たい社会人基礎力の能力

平成　　　年　　　月　　　日

所属 学部・研究科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科・専攻

科目名

【事前】評価シート

氏名

資料５ 
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資料６ 
　

事
前

～
事

中
（
中

間
）
ま

で
の

評
価

氏
名

学
籍

番
号

記
入

日
科

目
担

当
教

員

所
属

学
年

年
協

力
企

業
外

部
評

価
者

主
体

性

働
き

か
け

力

実
行

力

課
題

発
見

力

計
画

力

創
造

力

発
信

力

傾
聴

力

柔
軟

性

情
況

把
握

力

規
律

性

ｽ
ﾄﾚ

ｽ
ｺ
ﾝ

ﾄﾛ
ｰ

ﾙ
力

中
間
評
価

シ
ー
ト

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
　

　
学

部
・
研

究
科

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
学

科
・
専

攻

活
動

内
容

（
進

捗
状

況
を

箇
条

書
き

で
記

入
。

で
き

れ
ば

、
詳

細
に

記
入

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

）

社
会

人
基

礎
力

の
分

類
能

力
要

素
自

己
の

レ
ベ

ル
評

価

評
価

の
根

拠
（
具

体
的

行
動

事
実

）
教

員
の

レ
ベ

ル
評

価
（
※

記
入

不
要

）

評
価

の
根

拠
（
具

体
的

な
行

動
事

実
）

（
※

記
入

不
要

）

外
部

評
価

者
の

レ
ベ

ル
評

価
（
※

記
入

不
要

）

評
価

の
根

拠
（
具

体
的

な
行

動
事

実
）

（
※

記
入

不
要

）

教
員

と
外

部
評

価
者

の
総

合
評

価
（
※

記
入

不
要

）

今
後

の
行

動
目

標
（い

つ
、

ど
ん

な
状

況
（場

面
）で

、
ど

の
よ

う
に

努
力

ま
た

は
工

夫
を

す
る

こ
と

に
よ

り
発

揮
（
し

よ
う

と
）
し

た
と

思
う

か
、

も
っ

と
努

力
や

工
夫

が
必

要
と

感
じ

た
か

）

前
に

踏
み

出
す

力
（
ア

ク
シ

ョ
ン

）

考
え

抜
く

力
（
シ

ン
キ

ン
グ

）

チ
ー

ム
で

働
く

力
（
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
）

そ
の

他
習

得
を

目
指

す
知

識
・
ス

キ
ル

等

実
際

に
活

用
し

た
（
学

ん
だ

）
知

識
・
ス

キ
ル

等
気

づ
い

た
こ

と
今

後
の

行
動

計
画

（
例

：
デ

ー
タ

に
つ

い
て

回
帰

分
析

を
行

っ
た

）
（
例

：
回

帰
分

析
で

は
説

明
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
い

た
）

（
例

：
課

題
解

決
と

並
行

し
て

、
教

科
書

で
重

回
帰

分
析

を
学

ぶ
）

現
在

の
活

動
の

達
成

度
か

ら
見

た
今

後
の

行
動

目
標

（
例

：
商

品
提

案
の

た
め

に
調

査
を

実
施

し
た

の
で

、
具

体
的

な
立

案
を

進
め

た
い

、
企

業
へ

の
提

案
時

に
指

摘
さ

れ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
改

善
案

を
ま

と
め

た
い

　
等

）

教
員

へ
の

連
絡

・
相

談
（
特

に
な

け
れ

ば
空

欄
で

も
構

い
ま

せ
ん

）

教
員

か
ら

の
講

評
・
ア

ド
バ

イ
ス

（
※

記
入

不
要

）

教
員

名
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資料７ 
　

事
中

（
中

間
）
～

終
了

時
ま

で
の

評
価

氏
名

学
籍

番
号

記
入

日
科

目
担

当
教

員

所
属

学
年

年
協

力
企

業
外

部
評

価
者

主
体

性

働
き

か
け

力

実
行

力

課
題

発
見

力

計
画

力

創
造

力

発
信

力

傾
聴

力

柔
軟

性

情
況

把
握

力

規
律

性

ｽ
ﾄﾚ

ｽ
ｺ
ﾝ

ﾄﾛ
ｰ

ﾙ
力

事
後

評
価

シ
ー

ト

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
　

　
学

部
・
研

究
科

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
学

科
・
専

攻

活
動

内
容

（
進

捗
状

況
を

箇
条

書
き

で
記

入
。

で
き

れ
ば

、
詳

細
に

記
入

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

）

社
会

人
基

礎
力

の
分

類
能

力
要

素
自

己
の

レ
ベ

ル
評

価

評
価

の
根

拠
（
具

体
的

行
動

事
実

）
教

員
の

レ
ベ

ル
評

価
（
※

記
入

不
要

）

評
価

の
根

拠
（
具

体
的

な
行

動
事

実
）

（
※

記
入

不
要

）

外
部

評
価

者
の

レ
ベ

ル
評

価
（
※

記
入

不
要

）

評
価

の
根

拠
（
具

体
的

な
行

動
事

実
）

（
※

記
入

不
要

）

教
員

と
外

部
評

価
者

の
総

合
評

価
（
※

記
入

不
要

）

今
後

の
行

動
目

標
（い

つ
、

ど
ん

な
状

況
（
場

面
）
で

、
ど

の
よ

う
に

努
力

ま
た

は
工

夫
を

す
る

こ
と

に
よ

り
発

揮
（し

よ
う

と
）し

た
と

思
う

か
、

も
っ

と
努

力
や

工
夫

が
必

要
と

感
じ

た
か

）

前
に

踏
み

出
す

力

考
え

抜
く

力

チ
ー

ム
で

働
く

力

そ
の

他
習

得
を

目
指

す
知

識
・
ス

キ
ル

等

実
際

に
活

用
し

た
（
学

ん
だ

）
知

識
・
ス

キ
ル

等
気

づ
い

た
こ

と
今

後
の

行
動

計
画

（
例

：
重

回
帰

分
析

を
学

び
、

実
際

に
デ

ー
タ

分
析

を
し

て
み

た
）

（
例

：
回

帰
分

析
だ

け
で

な
く

、
色

々
な

分
析

方
法

の
重

要
性

が
わ

か
っ

た
）

（
例

：
統

計
ツ

ー
ル

を
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

な
り

た
い

）

現
在

の
活

動
の

達
成

度
か

ら
見

た
今

後
の

行
動

目
標

（
例

：
商

品
提

案
の

た
め

に
調

査
を

実
施

し
た

の
で

、
具

体
的

な
立

案
を

進
め

た
い

。
企

業
へ

の
提

案
時

に
指

摘
さ

れ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
改

善
案

を
ま

と
め

た
い

　
等

）

教
員

へ
の

連
絡

・
相

談
（
※

記
入

不
要

）

（
特

に
な

け
れ

ば
空

欄
で

も
構

い
ま

せ
ん

）
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
全

体
の

振
り

返
り

教
員

名

規
律

性

ｽ
ﾄﾚ

ｽ
ｺ
ﾝ

ﾄﾛ
ｰ

ﾙ
力

教
員

か
ら

の
講

評
・
ア

ド
バ

イ
ス

（
※

記
入

不
要

）

創
造

力

チ
ー

ム
で

働
く

力
（
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
）

発
信

力

傾
聴

力

柔
軟

性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

の
役

割
・
担

当
と

し
て

の
活

動

情
況

把
握

力

実
行

力

考
え

抜
く

力
（
シ

ン
キ

ン
グ

）

課
題

発
見

力

計
画

力

（
チ

ー
ム

と
し

て
の

）
活

動
成

果

関
連

科
目

名
内

容

前
に

踏
み

出
す

力
（
ア

ク
シ

ョ
ン

）

主
体

性

働
き

か
け

力

中
間

ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ
事

後
ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ

具
体

的
行

動
事

実
（
能

力
要

素
ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ
の

推
移

を
証

明
で

き
る

事
実

）

活
用

し
た

（
学

ん
だ

）
専

門
知

識
や

ｽ
ｷ
ﾙ

等

【
事
後

】
評

価
シ
ー
ト

②

分
類

要
素

事
前

ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ

資料８ 
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資料９ 

学籍番号 記入日 平成　　　年　　　月　　日（　　）

学部・研究科 　　　　　　　学科・専攻
学年

年

　　　　　月　　　　日（　　）　　～　　　　　　月　　　　日（　　） 第　　　週

教員への連絡・質問・悩み・その他(問題点を含むチームの活動状況)

担当教員からのコメント

チームで働く力
（チームワーク）

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

考え抜く力
（シンキング）

課題発見力

計画力

創造力

前に踏み出す力
（アクション）

主体性

働きかけ力

実行力

活動の内容

分類 能力要素

発揮（しようと）した
または

発揮できなかった
能力

評価の根拠

（いつ、どんな状況（場面）で、どのように努力または工夫をすることにより発揮（しよう
と）したと思うか、もっと努力や工夫が必要と感じたか等を具体的に記入）

氏名

所属

活動期間

活動記録シート

以下の基準で、評価する

　　ﾚﾍﾞﾙ1：発揮できなかった（どうしてもできなかった）
　　ﾚﾍﾞﾙ2：通常の状況では発揮できた（何とかできた）
　　ﾚﾍﾞﾙ3：通常の状況で効果的に発揮できた（見事にできた）
　　　　　　　困難な状況でも発揮できた（とても難しかったが、何とかできた）

　　以下のような場面などを思い出し、そのような場面があれば、発揮できた
かどうかを振り返ってください。

主体性・・・課題解決に向けて、自分から行動を起こすことができたか

働きかけ力・・・他人を巻き込むために働きかけなければならない場面

実行力・・・決めたことを最後までやり抜くことができたか

課題発見力・・・現状を分析して、何が問題かを見つけることをしたか

計画力・・・目標達成に向けて、計画を作成・確認・修正したか

創造力・・・課題解決のために新しいアイデアや解決策を提案でき
　　　　　　　たか

発信力・・・自分の意見を他人に分かり易く話さなければならない場面

傾聴力・・・他人が話している内容を聞き取らなければならない場面

柔軟性・・・自分と他人の意見が食い違ってしまった場面

情況把握力・・・他人と協働するため、周囲の情況によく配慮して行動
　　　　　　　　　　しなければならない場面

規律性・・・約束・ルール・マナーを気を付けなければならない場面

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力・・・目標達成のために、ストレスを感じた場面

裏面に12の能力要素の説明をつけておく

・・・教員記入欄・・・学生本人記入欄



９．補遺・資料 

191 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０ 

 シラバスの項目説明 

講義目的（要旨） 

授業内容・授業計画 

準備学習等 

（事前・事後学習） 

履修上の注意 

授業の到達目標 

 
「講義目的（要旨）」 

講義の目的（要旨）、概要等について、わかりやすく簡潔

に記入してください。 

 「授業内容・授業計画」

授業計画について、授業回ごとに記載してください。 

なお、演習科目等、各回の内容を記すことが難しい場合は、

例えば、○回～○回と、まとめて記載するなどしてくださ

い 

 
「準備学習等（事前・事後学習）」 

単位制度では、授業時間外に必要な学修等を考慮して、45

時間相当の学修量をもって 1 単位と定められています。 

受講学生が授業前後の学習を行いやすいよう、事前に読ん

でおくべき教科書の頁など、予習・復習すべき内容につい

て、記載してください。 

 「履修上の注意」 

履修するうえで必要な事項・注意すべき事項について記載

してください。また、出席確認システムを使用する場合は、

その旨を記載してください。 

＜出席確認システムを使用する場合の記載例＞ 

出席確認は、出席確認システムを使用しますので、授業開

始前に必ず出席確認端末に学生証をかざしてください。 

 「授業の達成目標」 

学生に達成させるべき到達目標について記載してください。

1． 
2． 
3． 
4. 
5． 
6． 
7． 
8． 
9． 
10． 
11. 
12. 
13. 
14. 
(15.) 
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論理的

思考力
実践力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
ｽｷﾙ 

態度・

志向性

課題 
発見力

ﾘｰﾀﾞｰ

ｼｯﾌﾟ 
情況 

把握力 
規律性

計画力
働きか

け力 
傾聴力 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ

ﾛｰﾙ力 

創造力 実行力 柔軟性 
市民とし

ての社会

的責任 

論理的

分析力
主体性 発信力 

生涯 
学習力

総合的

判断力
 語学力 

ﾊﾞｲﾀﾘﾃｨ

ｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０つづき 

「身に付く力」のキーワード 

身に付く力 

評価方法 

教材 

教科書  ：著者名『書名：副書名 版表示』（出版社、出版名）

参考書等 ：著者名『書名：副書名 版表示』（出版社、出版名）

指定図書 ：著者名『書名：副書名 版表示』（出版社、出版名）

参照 URL  ：http://www.kyoto-su.ac.jp/ 

 

 「身に付く力」 

授業を通して、右表のような社会で生かせる基本的な

力などの「身に付く力」があれば記載してください。

なお、この「身に付く力」の記載方法は、右表にある

キーワードから選択する場合（事例 1）、別のキーワー

ドを記載する場合（事例 2）、前後の文章を付けて記載

する場合（事例 3）など、科目形態によって各教員の

判断により選択してください。 

 

＜事例 1：キーワードから選択する場合＞ 

 論理的思考力（課題発見力）、 

コミュニケーションスキル（傾聴力） 

＜事例 2：別のキーワードを記載する場合＞ 

コミュニケーションスキル（説得力） 

＜事例 3：前後の文章を付けて記載する場合＞ 

・授業におけるディベートを通して、論理的分析力・

傾聴力および発信力を育成する。 

・ゼミの共同研究・運営等を通して、チームワーク・

調べる力・考える力・発信力などを身につける。

 

 

 

 「評価方法」 

定期試験・課題レポート・出席点等、どのような評価方法で成績

評価を行うかの割合（合計 100％）について具体的にパーセント

で記載してください 

なお、平常点については、例のように（）内に補足するなど、わ

かり易く記載してください。 

＜記載例＞ 

・定期試験（筆記試験）80％、授業で課すレポート（2～3 回）20％

・発表 70～80％、平常点（授業への参加度合い）30～20％ 

 「教材」 

教材について、必要な場合は記載してください。記載の際には、次の点にご注意ください。 

 教科書 ：受講生に購入を課すもの 

 参考書等：授業に関連して必要な資料だが、必ずしも購入しなくてよいもの 

 指定図書：受講生に通読または章・頁等を指定して必読を課すもの 

参照 URL：参考とすべき URL 

   ※洋書の場合、『書名：副書名』は斜体 を使用してください。 
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◆報道された新聞記事・雑誌等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読売新聞【朝刊】（2009 年 9 月 9 日） 
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デイリー読売（2009 年 12 月 9 日） 
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京都新聞【朝刊】（2009 年 2 月 20 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都新聞【朝刊】（2009 年 4 月 7 日） 
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京都新聞【朝刊】（2009 年 3 月 25 日） 
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産経新聞【朝刊】（2009 年 12 月 27 日） 
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AERA 2009 年 10 月 26 日 


